
 2023年12月　明理会中央総合病院　DI室作成

注射剤配合変化一覧 ※指定溶解液　　Ns：生理食塩水　Tz：５％ブドウ糖液　Ws：注射用水　-：指定なし

※赤塗部分：当院採用薬名

先発
製薬会社

先発薬品名
※()現在販売され

ていない

後発薬品名
もしくは一般名

規格ｐH
指定

溶解液
生理

食塩水
糖液5％ ソルデム１

ソルデム
３A

ラクテック ソルアセトF ソルラクトS フィジオ140 ビーフリード エルネオパ ハイカリックRF
ドパミン

(イノバン)
ドブタミン ヘパリンNa

フロセミド
(ラシックス)

備考 (他、当院採用薬で配合不可、配合注意に該当するもの)

- - KCL注20ｍEqキット 5.0～6.5 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー
Ns,Tz,Wsで希釈
基本的に輸液との配合は問題ないと問い合わせ済み（試験はかなり昔のデータしかない）
▲オメプラゾール(微黄色3ｈｒ)

- - ドパミン 3.0～5.0 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ● ● ●

アルカリ性薬剤と混合×　やむを得ない場合を除き他剤と混合×
▲アシクロビル（色調変化24hr）、×アレビアチン（直後白濁）、×カンレノ酸カリウム（直後結
晶白沈）、▲セフォチアム（色調変化3hr）、▲メイロン（色調変化24hr）、▲メロペネム
(84.82％３hr)、×セフタジジム(配合直後色調変化)、×セフトリアキソン(色調変化1ｈｒ)

- - ヘパリンナトリウム 5.5～8.0 ー ● ● ー

●
（6hrまで、

残存率データ
なし）

ー ー ー ー ー ー ー ー ー
●

（残存率データな
し）

抗ヒスタミン剤と混合×、Tz,Ns,リンゲル液で希釈
▲アミオダロン(3ｈｒ後濁り)、×ガベキサート(配合直後微細な浮遊物)、▲スルバシリン
(24hr89.4％)、▲ソルコーテフ(結晶析出3hr)、×ソル・メドロール(配合直後沈殿)、×ナファ
モスタット(配合直後白濁)、×ニカルジピン(配合直後白濁)、×バンコマイシン(配合直後白
濁)、▲ハンプ注(24ｈｒ後白濁・不溶性異物)

- (オメプラール) オメプラゾール 9.5～11.0 ー
▲

(色調変化
24hr)

▲
(色調変化24hr)

× × ●
▲

(24hr後データな
し)

● ▲
(褐色1ｈｒ)

ー ー × ▲
(6hr後データなし)

ー ー ▲
(色調変化)

※Ns,Tz以外の溶解液、輸液、補液及び他剤との混合は避けること。
×アスコルビン酸（結晶析出1hr）、▲アスパラカリウム（微黄色３ｈｒ）、×アミパレン
（79.18%1hr）、▲イノバンシリンジ(微黄色24hr)、▲カンレノ酸カリウム（微黄色24hr）、▲グリ
セリン果糖（84.21%24hr）、▲セファゾリン（70.93%24hr）、▲ソルコーテフ（微黄色澄明）、▲
ソルメドロール（微黄色澄明3hr）、▲トラネキサム酸（微黄色結晶析出24hr）、▲ハイドロコート
ン（微黄色澄明24hr）、▲パンテノール（結晶析出6hr）、×ビタメジン（紫色懸濁、
54.52%0.5hr）、▲ブスコパン（淡褐黄色微濁24hr）、▲プレドニン（微黄色澄明1hr）、×ブロ
ムヘキシン（直後白色懸濁）、×ヒューマリン（不溶物析出0.5hr）、×ホスホマイシン（微黄色
微濁0.5hr）、▲メトクロプラミド（微黄色結晶析出、87.67%24hr）、▲ラシックス注(微黄色
24hr)

- （ノバスタン) アルガトロバン 5.2～7.2 ー ● ● ● ● ● ● ● ● ● ー ー ● ー ● ー ▲ワイスタール（色調変化24hr）

- (マキシピーム) セフェピム 4.0～6.0 Ns,Tz,Ws ● ● ● ● ● ● ● ー ▲
(80.3%24hr)

ー ー ● ー ● ▲
(色調変化24hr)

▲アスコルビン酸（81.2%24hr）、×アミノフィリン（73.1%1hr）、▲ゲンタマイシン（わずかに混
濁沈殿24hr）、▲トラネキサム酸（89.5%24hr）、▲メイロン静注（89.9%6hr）、×バンコマイシ
ン（直後混濁沈殿）、▲ホスホマイシン（77.9%24hr）、×ミノサイクリン（直後混濁沈殿）、×５
FU(89.7％1hr)、×20％マンニトール(配合直後1hr結晶析出)

- (ミオコール) ニトログリセリン 5mg：4～6.5
50mg：3.5～6.0

ー ● ● ー ● ー ー ー ー ー ー ー ● ● ● ● ▲メロペネム(淡黄色24hr)

- (モダシン) セフタジジム 5.8～7.8 Ns,Tz,Ws ● ● ● ● ー ー ー ー
▲

(87.1%24h)
ー ー ー ー ー ー

▲アミノフィリン静注（89.2%3hr）、×ガベキサート（直後白濁）、×カンレノ酸カリウム（直後白
濁）、×ジピリダモール(黄色白濁)、×ナファモスタット(直後にわずかに白濁)、×ニカルジピ
ン(直後に微黄白色懸濁)、×バンコマイシン（直後白濁）、×ブロムヘキシン（直後白濁沈
殿）、×メイロン静注（安定性低下、79.7％24h）、×リンデロン注（直後わずかに白濁）、▲フ
ルオロウラシル(84.7％6h)

ﾆﾌﾟﾛES　P アドナ カルバゾクロム 5.5～6.5 ー ● ● ー ●
●

（残存率データ
なし）

●
（残存率データな

し）
ー

●
（残存率データなし）

●
●

（残存率データなし）
ー

●
（残存率データなし）

ー ー ー ▲メロペネム(淡黄色24hr)

ファイザー アネメトロ メトロニダゾール 4.5～6.0 ー ● ● ● ● ● ー ー ー ー ー ● ●
（残存率データなし）

●
（残存率データなし）

●
（残存率データな

し）

▲
（残存率データなし,

色調変化4hr）
▲セフォチアム（色調変化6hr）

住友ファーマ アレビアチン フェニトイン 約12.0 ー
●

（残存率
データなし）

× ー ー
●

（残存率データ
なし）

× ー × × × ー × ー ー ー 強アルカリ性のため他剤と配合×

サノフィ アンカロン アミオダロン 2.0～3.0 ー × ● ー ー ● ー ー ー × ー ー ● ●
▲

(濁り3hr)
● ×カルチコール（直後濁り）、×カンレノ酸カリウム（直後濁り）、▲ラボナール（濁り3hr）

ユーシービー イーケプラ レベチラセタム 5.0～6.0 ー ● ● ー ー ● ー ー ー ー ● ー ー ー ● ● ▲アレビアチン（5％糖液の場合結晶析出1hr）

MSD エスラックス ロクロニウム 2.8～3.2 ー ● ● ● ● ● ー ー ● ー ー ー ● ● ● × ×ソル・コーテフ（直後白濁）、×ソル・メドロール（直後白色浮遊物、混ぜると消失し無色透
明）、×ラボナール（直後沈殿）

丸石 エラスポール シベレスタット 6.8～7.8 Ns ● ● ● ● ● ● × ● ▲
(74%24hr)

× × ▲
(87%6hr)

× ● ●

×アタラックスP（直後白濁）、▲アミノフィリン静注（89%6hr）、▲アミノレバン（67％24hr）▲
アミパレン（23%6hr）、▲オメプラゾール（色調変化6hr）、×ガベキサート（直後白濁）、▲カ
ルチコール（Ns、Tz、ラクテックの場合ごくわずかに結晶析出6~24hr）、▲ガンシクロビル
（62%6hr）、▲カンレノ酸カリウム（ソルデム3Aの場合結晶析出6hr）、▲キドミン輸液
（25%6hr）、▲献血アルブミン（89%6hr）、×献血ヴェノグロブリン（直後ごくわずかに白濁）、
▲ゲンタマイシン（結晶6hr）、×シプロフロキサシン（直後結晶）、×ジルチアゼム（直後白
濁）、▲セフェピム（色調変化6hr）、▲セフォチアム（色調変化24hr）、▲セフトリアキソン（色
調変化6hr）、▲セフメタゾール（結晶析出6~24hr）、×ソセゴン（ソルデム3A輸液の場合直
後ごくわずかに白濁）、▲ソルメドロール（Ns、ソルデム3Aの場合ごくわずかに白濁6~24hr）、
▲ダイアモックス（78%6hr）、×ナファモスタット（直後白濁）、×ニカルジピン（直後白濁）、▲
ネオファーゲン（79%6hr）、×バンコマイシン（直後白濁）、▲パンテノール（ソルデム3Aの場
合結晶6~24hr）、×ハンプ（直後結晶析出）、▲ビタメジン（結晶6~24hr）、▲20%ブドウ糖液
（80%24hr）、×50%ブドウ糖液（直後結晶）、×ブロムヘキシン（直後白濁）、▲ボスミン（色調
変化24hr）、×ミダゾラム80mg（結晶析出6hr）、×ミダゾラム200mg（直後白濁）、×ミノサ
イクリン（直後黄濁）、×ミルリノン60mg（直後白濁）、▲メイロン静注（86%24hr）、▲メロペネ
ム（色調変化6hr）、▲ユナスピン（84%24hr）、×ラボナール（ソルデム3Aの場合直後結晶析
出）、▲ラボナール（Ns、Tzの場合結晶析出6~24hr）、×ロクロニウム（直後白濁し攪拌後無
色透明）

小野薬品 オノアクト ランジオロール 5.5～6.0 Ns等 ● ● ー ● ● ● ● ー
●

（残存率データなし）
▲ ー ー

▲
(78%24hr)

● ×
▲アミノフィリン（86％24ｈｒ）、▲グリセリン果糖（86％24hr）、▲ＫＣｌ（79%4hr）、×シベレス
タット（直後白濁）、▲ニカルジピン（83%24hr）、▲ノルアドレナリン（63%24hr）、▲ミダゾラム
（78%24hr）、▲ラボナール（82%2hr）

配合変化表記

●：配合24時間後に残存率90％以上で外観変化がないもの。

▲：配合後色調変化(薬剤の色そのものを除く)が生じる、又は配合1時間以上経過し残存率90％以下になる、又は配合1時間以上経過し色調変化以外の外観変化(混濁・沈殿・結晶析出・ゲル化等)が生じるもの。

×：配合1時間以内に残存率90％以下になる、又は配合1時間以内に色調以外の外観変化(混濁・沈殿・結晶析出・ゲル化等)が生じるもの

‐：データなし
1



 2023年12月　明理会中央総合病院　DI室作成

注射剤配合変化一覧 ※指定溶解液　　Ns：生理食塩水　Tz：５％ブドウ糖液　Ws：注射用水　-：指定なし

※赤塗部分：当院採用薬名

先発
製薬会社

先発薬品名
※()現在販売され

ていない

後発薬品名
もしくは一般名

規格ｐH
指定

溶解液
生理

食塩水
糖液5％ ソルデム１

ソルデム
３A

ラクテック ソルアセトF ソルラクトS フィジオ140 ビーフリード エルネオパ ハイカリックRF
ドパミン

(イノバン)
ドブタミン ヘパリンNa

フロセミド
(ラシックス)

備考 (他、当院採用薬で配合不可、配合注意に該当するもの)

LTLファーマ ガスター ファモチジン 6.2～6.8 ー ● ● ● ● ● ● ● ●※ ● ● ●※ ● ー ●
▲

(結晶析出24hr)
▲ワイスタール(白色析出物6hr)、▲アミノフィリン(色調変化６h)
※残存率データなし

丸石 カタクロット オザグレル 8.8～9.8 ー ● ● ー ● ー ● ● ● ● ●※ ● ● ● ● ●

▲アレビアチン(ソル3、Tzで溶解時)(沈殿24hr)、▲セフォチアム(ソル3、Ns、Tzで溶解
時)(色調変化24hr)、▲セフトリアキソン(ソル3、Ns、Tzで溶解時)(色調変化24hr)、×ニカル
ジピン(直後白濁)、▲バクトラミン(結晶析出3hr)、▲ワイスタール(色調変化24hr)
※残存率データなし

日医工 カルチコール グルコン酸カルシウム 6.0～8.2 ー 🔴 ● ● ● ● ● ●※ ●※

●(500ml：2Aまで)
▲白濁6h(500ml：3A以

上)
×(等量：白色10分)

● ● ● ー ● ●
×アトロピン(直後白沈)、×エフェドリン(微濁0.5hr)、×セフトリアキソン(直後白色沈殿)、×デ
キサート(直後白沈)、×メイロン(直後白濁)
※残存率データなし

EAファーマ
強力ネオミノファー
ゲンシー

ネオファーゲン 6.0～8.5 ー ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●※ ●※ ー ● ●

※残存率データなし
▲アシクロビル(浮遊物24hr)、×アタラックスP(直後混濁)、×アレビアチン(直後混濁)、×カ
ンレノ酸カリウム(混濁1hr)、×ゲンタマイシン(直後混濁)、×ホリゾン(直後混濁)、▲ミノサイク
リン(浮遊物24hr)、×ラボナール(直後白濁)、▲ワイスタール(微濁24hr)

エーザイ ケイツーN メナテトレノン 6.0～8.0 ー
×

(86.6%1hr)
▲

(80.8%3hr)
×

(88.1%1hr)
×

(86.3%1hr)
×

(86.0%1hr)
×

(89.6%1hr)
●※ ●※

×
(87.6%1hr)

×
(89.6%1hr)

▲

（色調変化3hr）
ー ー ●※

▲
(88.1%3hr)

・24時間後の測定項目記載なし(問い合わせ済)、他剤と配合せず単独投与
×アミノレバン(89.9%1hr)、×アミパレン(89.8%1hr)、▲塩化ナトリウム注10%(83.7%3hr)
※残存率データなし

エーザイ サイレース フルニトラゼパム 3.5～5.5 ー ●※ ●※ ●※ ●※ ●※ ー ●※ ●※ ●※ ー ー
▲※

(混濁3hr)
ー ー

▲※
(混濁3hr)

※残存率データなし
▲アスコルビン酸(混濁6hr)、▲アレビアチン(直後色調変化)、▲ATP注(混濁3hr)、▲大塚
塩カル注2%(混濁3hr)、×ガベキサート(直後混濁)、▲カルチコール(混濁3hr)、▲カンレノ酸
カリウム(混濁24hr)、▲ソル・コーテフ(混濁3hr)、▲ノルアドレナリン(混濁24hr)、▲水溶性ハ
イドロコートン(混濁24hr)、×ブロムヘキシン(結晶析出)、▲ホスホマイシン(色調変化3hr)、▲
ボスミン(混濁6hr)、▲メコバラミン(混濁3hr)、×塩酸メトクロプラミド(結晶析出)、▲ラボナー
ル(直後色調変化)、▲レペタン(混濁3hrサイレースWs2倍希釈時)、▲ワゴスチグミン(混濁
3hrサイレースWs2倍希釈時)

大塚製薬 サムタス トルバプタン 7.0～9.0 Ns、Tz ● ● ー ー ● ー ー ー ● ー ー
▲

(色調変化24hrTz溶
解時)

×
(直後混濁)

● ●
×アタラックスP(直後白濁)、▲セフトリアキソン(色調変化24hr)、×ハロペリドール(直後白色
浮遊物)、×ミルリノン(直後白色浮遊物)、▲ユナスピン(色調変化24hr)、×ロクロニウム(直
後白色浮遊物)

バイエル シプロキサン シプロフロキサシン 3.9～4.5 ー ● ● ● ● ●

●500ml
▲

(100ml：白色針
状浮遊物24hr)

● ●
▲

(結晶析出3hrビーフリード
100mL)

ー ● ー ●
×

(直後白濁)
▲

(色調変化3hr)

×アミパレン(結晶析出1hr)、×カンレノ酸カリウム(直後白色沈殿)、×キドミン(結晶析出
1hr)、▲セフォチアム(黄色沈殿24hr)、×ダルテパリン(直後白濁)、×ネオフィリン(直後結晶
析出)、×フルオロウラシル(直後白濁)、×ホスホマイシン(直後結晶析出)、×ワイスタール
(直後白濁)、

ファイザー スルペラゾン ワイスタール 約5.2 DIV:補液
IV:Ws、Ns、Tz

● ● ー ● ●※ ● ●※ ●※ ● ●※ ●※ ● ー ● ー
▲アスコルビン酸(SBT88.4%24hr)、×ガベキサート(直後白濁)、▲シザナリン(混濁6hr)、×
ナファモスタット(直後沈殿)、×バンコマイシン(直後白濁)、×ファモチジン(白色析出物6hr)
※残存率データなし

LTLファーマ セファメジン セファゾリン 4.5～6.5
IV:Ws、Ns、Tz

IM:塩酸リドカイン注
射液

● ● ● ● ● ● ● ●※ ● ● ●※ ● ー ● ●

×アミカシン(直後沈殿)、×アルプロスタジル(配合薬剤の添付文章に「本剤を輸液以外の他
の薬剤と混和使用しないこと」と記載あり)、×イントラリポス(配合薬剤の添付文章に「本剤に
他の薬剤を混合しない事」と記載あり)、×ダウノルビシン(直後混濁)、▲ドキソルビシン(混濁
2hr)、×ナファモスタット(直後白色沈殿)、▲フルオロウラシル(88.0%6hr)、×ブロムヘキシン
(直後白濁)、▲メイロン(色調変化6hr)
※残存率データなし

アルフレッサP セフメタゾン セフメタゾール 4.2～6.2
DIV:補液

IV:Ws、Ns、Tz
● ● ● ● ● ● ● ●※ ●※ ●※ ●※ ー

×
(直後白濁)

ー ●
×アレビアチン(直後混濁)、×ソセゴン(直後白濁)、▲ソル・コーテフ(結晶析出24hr)、×ドプ
ラム(直後白濁し黄色沈殿)、×ニカルジピン(直後白濁)、×ブロムヘキシン(直後白濁)
※残存率データなし

住友ファーマ セレネース ハロペリドール 3.5～4.2 ー ● ● ー ー ●※ ●※ ●※ ●※ ●※ ●※ ー ー ー ー ー ▲アタラックスP(沈殿3hr)
※残存率データなし

大鵬 ゾシン タゾピペ
4.9～6.1

(溶解
液:Ns,Tz100ml)

DIV:補液
IV:Ws、Ns、Tz

● ● ー ● ● ー ● ●※
▲

(86.4%24hr)
●※ ー ● ー ● ●

▲アスコルビン酸(力価低下24hr)、▲アミノレバン(力価低下3hr)、▲アミパレン(力価低下
3hr)、×イントラリポス(イントラリポスの添付文書に「他の薬剤を混合しないこと」の記載あり)、
×献血ヴェノグロブリン(直後白濁)、▲キドミン(力価低下1hr)、×ゲムシタビン(直後白色の不
溶物析出)、▲セフォチアム(色調変化3hr)、▲セフトリアキソン(色調変化3hr)、▲ネオフィリ
ン(89.9%6hr)、▲フィニバックス(色調変化24hr)、×フェジン(不溶物析出3hr)、▲フルオロウ
ラシル(力価低下3hr)、×ミノサイクリン(白色の不要物析出1hr)、▲メイロン(88.6%6hr)、×リ
ネゾリド(添付文章に「併用投与する場合には別々に投与すること」と記載あり)
※残存率データなし

丸石 ソセゴン ペンタゾシン 3.5～5.5 ー ● ● ● ● ●※ ●※ ● ●※ ●※ ●※ ー ー ー ー
×

(直後白濁)

・ソセゴン30mgにおけるデータ
×デキサート(直後沈殿)、×ネオフィリン(直後白濁)、×ビクシリン(直後結晶析出)、×フェノ
バール(直後白濁)、×水溶性プレドニン(直後白濁)、×リンデロン(直後結晶析出)、▲ワイス
タール(微濁3hrソセゴン15㎎)
※残存率データなし

GSK
ゾビラックス
/ビクロックス

アシクロビル
10.0～11.0
(溶解液：
Ns100mL)

ー ● ● ● ● ●※ ●※ ー ●※

●※
(Ws10mlかつビーフリード

500mlに加える時）
×※

(Ws10mlかつブーフリード：
アシクロビルが1:1のとき(直

後不要物)、
Ws10ml+Tz100mlかつ

ビーフリード：アシクロビルが
1:1のとき(直後不要物))

●※
(Ws10mlかつエルネオパ

1000mlに加える時)
×※

(Ws10mlかつエルネオパ：アシ
クロビルが1:1のとき(直後不要
物)、Ws10ml+Tz20mlかつエ
ルネオパ：アシクロビルが1:1の

とき(直後不要物))
▲※

(Ws10ml+Tz100mlかつエルネ
オパ:アシクロビルが1:1のとき

(不要物3hr))

ー ー ー ー ー

×アミパレン(直後結晶析出)、×クリンダマイシン(直後結晶析出)、×セフォチアム(結晶析
出1hr)、▲セフタジジム(結晶析出24hr)、▲バンコマイシン(わずかに着色4hr、結晶析出
6hr)、×ホスホマイシン(結晶析出1hr)、▲ミノサイクリン(黄黒色24hr)
※残存率データなし

配合変化表記

●：配合24時間後に残存率90％以上で外観変化がないもの。

▲：配合後色調変化(薬剤の色そのものを除く)が生じる、又は配合1時間以上経過し残存率90％以下になる、又は配合1時間以上経過し色調変化以外の外観変化(混濁・沈殿・結晶析出・ゲル化等)が生じるもの。

×：配合1時間以内に残存率90％以下になる、又は配合1時間以内に色調以外の外観変化(混濁・沈殿・結晶析出・ゲル化等)が生じるもの

‐：データなし
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 2023年12月　明理会中央総合病院　DI室作成

注射剤配合変化一覧 ※指定溶解液　　Ns：生理食塩水　Tz：５％ブドウ糖液　Ws：注射用水　-：指定なし

※赤塗部分：当院採用薬名

先発
製薬会社

先発薬品名
※()現在販売され

ていない

後発薬品名
もしくは一般名

規格ｐH
指定

溶解液
生理

食塩水
糖液5％ ソルデム１

ソルデム
３A

ラクテック ソルアセトF ソルラクトS フィジオ140 ビーフリード エルネオパ ハイカリックRF
ドパミン

(イノバン)
ドブタミン ヘパリンNa

フロセミド
(ラシックス)

備考 (他、当院採用薬で配合不可、配合注意に該当するもの)

ソル・コーテフ
100mg

● ● ● ● ● ● ● ●※ ● ー ー ー
×

(直後懸濁)
×

(沈殿1hr)

×アクラシノン(直後懸濁)、×アタラックスP(直後析出)、▲ATP注(沈殿6hr)、▲エホチール
(沈殿6hr)、×オンコビン(沈殿1hr)、×カルチコール(直後懸濁)、▲カルバゾクロムスルホン
酸(沈殿3hr)、▲グラニセトロン(沈殿3hr)、▲グリセリン果糖配合点滴静注(沈殿6hr)、▲クリ
ンダマイシン(沈殿6hr)、×シザナリン(直後懸濁)、▲セファゾリン(沈殿3hr)、×セフォチアム
(沈殿1hr)、×セフトリアキソン(直後沈殿)、▲タゾピペ(沈殿3hr)×ドキソルビシン(直後沈
殿)、▲トラネキサム酸(沈殿3hr)、▲ネオファーゲン(沈殿3hr)、×ネオフィリン(沈殿1hr)、▲
ノイロトロピン(沈殿3hr)、×ファモチジン(沈殿1hr)、▲パンテノール(沈殿3hr)、▲ミカファンギ
ン(析出3hr)、×ミノサイクリン(直後沈殿)、▲メイロン(沈殿6hr)、▲メロペネム(88.1%24hr)、
▲ユナスピン(89.0%3hr)、×リネゾリド(析出1hr)、×ワイスタール(沈殿1hr)
※残存率データなし
〈ソルコーテフ：白色粉末、バイアル上下部を混和し溶解した注射液は無色又は微黄色透
明〉

ソル・コーテフ
250mg

ー ー ー ー ●※ ー ー ー ●※ ー ー ー ー ー
※残存率データなし
〈ソルコーテフ：白色粉末、バイアル上下部を混和し溶解した注射液は無色又は微黄色透
明〉

ソル・メドロール
1000mg

ー ー ー ー ●※ ●※ ●※ ●※ ●※
(３hr後データなし)

●※
1000mg+溶解液16mlをエル
ネオパ1000mlに加えるとき

▲※
1000mg+溶解液16mgかつエ
ルネオパ：ソルメドロール＝1:1

のとき色調変化3hr
1000mg+溶解液

16mg+Tz20mlかつエルネオ
パ：ソルメドロール＝1:1のとき

不溶物3hr
1000mg+溶解液

16mg+Tz100mlかつエルネオ
パ：ソルメドロール＝1:1のとき

不溶物1hr

ー ー ー ー ー ※残存率データなし
〈ソルメドロール：白色粉末、添付溶解液で溶かした注射液は無色又は微黄色透明〉

ソル・メドロール
500mg

ー ー ー ー ●※ ー ー ●※ ー ●※ ー ー ー ー ー
×キロサイド(沈殿1hr)、×ゲムシタビン(直後沈殿)、▲シスプラチン(沈殿3hr)
※残存率データなし
〈ソルメドロール：白色粉末、添付溶解液で溶かした注射液は無色又は微黄色透明〉

ソル・メドロール
125mg

▲
(89.3%24hr)

● ● ● ● ● ● ●※ ● ー ー ▲
(沈殿3hr)

ー ×
(直後沈殿)

●

×アスコルビン酸(析出1hr)、×カルバゾクロムスルホン酸(析出1hr)、×グラニセトロン(析出
1hr)、▲クリンダマイシ(沈殿6hr)、▲シプロフロキサシン(析出3hr)、▲シベレスタット(沈殿
6hr)、▲セフォチアム(沈殿6hr)、×セフトリアキソン(沈殿1hr)、▲デキサート(沈殿24hr)、×
ネオフィリン(析出1hr)、×ノイロトロピン(析出1hr)、▲ハンプ(懸濁3hr)、×ビタメジン(直後沈
殿)、▲ファモチジン(沈殿3hr)、▲ブイフェンド(沈殿6hr)、▲プロジフ(沈殿3hr)、×ベナンバッ
クス(直後沈殿)、×ミノサイクリン(直後沈殿)、▲メトクロプラミド(沈殿3hr)、▲メロペネム
(86.4%24hr)、▲ユナスピン(87.6%6hr)、×リネゾリド(析出1hr)
※残存率データなし
〈ソルメドロール：白色粉末、添付溶解液で溶かした注射液は無色又は微黄色透明〉

ソル・メドロール
40mg

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ●※ ●※ ● ー ー ※残存率データなし
〈ソルメドロール：白色粉末、添付溶解液で溶かした注射液は無色又は微黄色透明〉

ファイザー ソルダクトン カンレノ酸カリウム 9.0～10.0 Ns,Tz,Ws ● ●
×

(直後白濁)
● ● ー ●

×
(直後白濁※)

×
(1h白色混濁※)

×
(直後黄白色混濁※)

×
(直後白濁)

▲
ドパミン100㎎

/5mL(24h溶解黒色・
27.4％)

ー ー

●
〈直接溶解〉×フロ
セミド20mg(直後

89.4%)、●フロセミド
100㎎

×アミノレバン(直後白濁)、▲アミサリン(24h沈殿)、×ガベキサート(直後白濁・1.2％)、×
10％キシロカイン(直後白濁)、▲ノルアドレナリン(24h徐々に褐色化)、×ブロムヘキシン(直
後白濁、1h9.9%)、×グルタチオン(直後白濁・2.5%)、×ビタメジン(直後白濁・1.0%)、×ピペ
ラシリン(1h結晶析出、3h80.1%)、▲セファゾリン(3h結晶析出)、×セフメタゾール(直後白
濁、3h89.5％)、×セフォチアム(直後白濁・0.6％)、×ホスホマイシン1g/V(直後白濁・
1.7％)、×ゲンタマイシン40㎎/1mL/A(直後白濁・5.1％)、▲ミノサイクリン(3h粒状結晶)、
×アミカシン(直後白濁)、×ストレプトマイシン(直後黄色沈殿・1.1％)
※残存率データなし

サノフィ タゴシット テイコプラニン 7.2～7.8 Ns,Ws ● ▲
(24h88.4％)

ー ●
(48h87.1％)

● ー ー ●※ ▲
(24h84.8％)

●※ ー ー ー ー ー

×アムビゾーム(直後黄色混濁)、×献血ヴェノグロブリン2500㎎(直後白濁)、×ガベキサート
(直後白濁)、▲セフォチアム(8hわずかに黄色み増加、48h88.3%)、▲ミノサイクリン(4hわず
かな濁り)
※残存率データなし

日本ジェネリックタチオン グルタチオン 4.0～6.0

ー
（Ns,Tz,Wsで試験：
Nsで経時的な含量

低下(24ｈ後
93.1％)）

● ● ー ● ● ● ● ●※ ●※ ●※ ●※ ● ー ー ー

▲アスコルビン酸(24h88.7％)、×アレビアチン(直後混濁)、▲エホチール(3h無色澄明→黄
色澄明)、×ケイツーN静注(直後黄色半透明→淡黄色半透明)、▲セファゾリン(6h僅かな浮
遊物生成)、▲セフメタゾール(24h85.7％)、▲パンテノール(24h84.9％)、▲ビタメジン＋
Ws5ｍL(6h71.9％)、▲ビタメジン＋Ns20mL(3h経時的に僅かな褪色傾向・64.1％)、▲ミダ
ゾラム(24h白色結晶析出)、▲メコバラミン(24h76.6％)
※残存率データなし

ファイザー ダラシン クリンダマイシン 6.0～7.0
Tz,Ws,アミノ酸製剤

等の補液
● ● ● ● ● ー ● ●※ ● ●※ ●※

×
ドパミン100㎎

/5mL(1h結晶固化)

×
ドブタミン100㎎

/5mL(直後白色沈
殿※)

●5000単位 ●

▲アミノフィリン(2h結晶析出)、×ガベキサート(直後白濁)、×シプロフロキサシン（直後僅かに
白濁）、▲セフェピム(24h黄色→橙色)、▲セフェピム＋Ns100mL(淡褐色澄明→褐色澄
明)、▲セフトリアキソン＋Ns10mL(24h淡黄色澄明→黄褐色澄明)、▲ソルコーテフ500(24h
結晶析出)、▲タゾピペ＋Ns10mL(6h84.8%)、×ファモチジン(直後白濁後澄明)、×ブロムヘ
キシン(直後白濁)、×ミノサイクリン＋Ws5mL(直後沈殿)、▲ミノサイクリン＋
Ns/Tz500mL(直後淡黄色→黄色)
※残存率データなし

アステラス ダントリウム ダントロレンナトリウム 9.0～10.5 Ws
×

(直後沈殿
※)

×
(30分以内沈殿

※)
ー ー

×
(1h淡黄色混

濁※)
ー ー

×
(直後微黄色混濁※)

ー ー ー ー ー ー ー ・混注を避け、単独投与すること　※残存率データなし

エーザイ タンボコール フレカイニド 5.3～5.9 ー
×

(直後白濁)
●

▲
(2h白色結晶析
出、6h72.1%)

▲
(24h白色結晶
析出、含量低

下傾向
24h94.9%)

×
(直後白色沈
殿、含量低下

傾向
24h92.8%)

ー ー ー ー ー ー

▲
ドパミン50㎎

/2.5mL(6h白色沈殿・
66.7%)

●
ドブタミン100㎎

/5mL
ー

×
(直後白色沈殿・

10.1%)

・塩化物を含有する溶液(Ns、ソルデム1、ソルデム３A、ラクテック等)及びアルカリ性溶液と
配合しないこと
×アミサリン(直後白色沈、6h27.7%)、×キシロカイン2％(直後白色沈殿、6h29.6%)、×シベ
ノール(直後白色沈殿、6h45.9%)、×ニコランジル(直後白色沈殿、6h30.0%)、×ニトロール
(直後浮遊物生成)、×ミルリノン(直後浮遊物生成)、×メキシチール(直後白色沈殿、
6h52.2%)

ファイザー

ファイザー ▲※
(結晶析出3hr)

7.0～8.0 添付の溶解液
(Ws)

ヒドロコルチゾン
コハク酸エステルNa

メチルプレドニゾロン
コハク酸エステルNa

7.0～8.0
添付の溶解用液

(Ws)

配合変化表記

●：配合24時間後に残存率90％以上で外観変化がないもの。

▲：配合後色調変化(薬剤の色そのものを除く)が生じる、又は配合1時間以上経過し残存率90％以下になる、又は配合1時間以上経過し色調変化以外の外観変化(混濁・沈殿・結晶析出・ゲル化等)が生じるもの。

×：配合1時間以内に残存率90％以下になる、又は配合1時間以内に色調以外の外観変化(混濁・沈殿・結晶析出・ゲル化等)が生じるもの

‐：データなし
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注射剤配合変化一覧 ※指定溶解液　　Ns：生理食塩水　Tz：５％ブドウ糖液　Ws：注射用水　-：指定なし

※赤塗部分：当院採用薬名

先発
製薬会社

先発薬品名
※()現在販売され

ていない

後発薬品名
もしくは一般名

規格ｐH
指定

溶解液
生理

食塩水
糖液5％ ソルデム１

ソルデム
３A

ラクテック ソルアセトF ソルラクトS フィジオ140 ビーフリード エルネオパ ハイカリックRF
ドパミン

(イノバン)
ドブタミン ヘパリンNa

フロセミド
(ラシックス)

備考 (他、当院採用薬で配合不可、配合注意に該当するもの)

アストラゼネガ ディプリバン プロポフォール 6.0～8.5 ー ●

●混合比1：1、
1：2、1：4

×混合比1：
10(直後粒子径

増大)
●同時投与

×(直後粒子径
増大)

●同時投与

×(直後粒子
径増大)

●同時投与

×(直後粒子径
増大)

●同時投与

▲b）(24h粒子径
増大)

×(直後粒子
径増大)

●同時投与
ー ×(直後わずかに粒子径

増大)
●a)

●
脂肪乳剤と混合しないこ

と
×(直後粒子径増大)

×(直後粒子径増
大)

● ●

・投与前に他の薬剤(Tz除く)と混合しないこと
▲ガベキサート(24h粒子径増大)、▲カルバゾクロムc)(6h粒子径増大)、×キシロカイン2％
(直後粒子径増大)、▲ソセゴンe)(6h粒子径増大)、▲ダルテパリンd）(6h粒子径増大)、▲ナ
ファモスタット(24h粒子径増大)、▲ニコランジル(24h粒子径増大)、▲ビタメジン(24h粒子径
増大)、×モルヒネf)(直後粒子径増大)、×ロクロニウム(直後粒子径増大、含量低下※)
配合割合(配合薬剤:プロポフォール)：a)7:5、b)10:1、c)1:3、d)1:50、e)1:30、f)1:12
※残存率データなし

共和薬工 ドブトレックス ドブタミン 3.0～4.0 ー

●
(ドブタミン

100mg/5ml
200mg/10

ml
の時※）

●
(ドブタミン

100mg/5ml
200mg/10ml

の時※）

●
(ドブタミン

100mg/5ml
の時※）

●
(ドブタミン

100mg/5ml
200mg/10ml

の時※）

●
(ドブタミン

100mg/5ml
の時※）

● ー

ー
(ドブタミン

100mg/5mlの時、色
調・PH変化ないが残

存率データなし)

ー
(ドブタミン100mg/5mlの
時、色調・PH変化ないが

残存率データなし)

ー
(色調・PH変化ないが残存率

データなし)

ー
(ドブタミン100mg/5mlの
時、色調・PH変化ないが

残存率データなし)

●
(イノバン)

×
Tzで希釈＊(直
後乳白色・白色

浮遊物)

●
(ﾌﾛｾﾐﾄﾞ20mg)

・他の注射液と混合せずに用いることが望ましい
・ｐH8以上のアルカリ性の注射液(▲メイロン(1h微黄色)、アミノフィリン等)と混合しないこと
・一部のNa塩(ヘパリンNa、リンデロン等)を含む注射液と混合すると、混濁・沈殿を生じること
がある(●リンデロン＊)
×ソルコーテフ500㎎((生食6mlで溶解)直後白濁、24h78.76%)、▲ニトプロ＋Tz＊(24h黄
色澄明→微赤黄色澄明)、▲メロペネム＋Ns＊(6h69.8%、24h白濁)、▲メロペネム＋Tz＊
(6h61.9％、24h無色澄明→微黄色白濁)
※全量100mlにするように希釈、当院採用のドブタミン0.3％の配合変化のデータなし
＊ドブタミン200mg/10mlのデータ

第一三共 トランサミン トラネキサム酸 7.0～8.0 ー ー ー ー ー ー ー ー
ー

(色調・PH変化ないが
残存率データなし)

ー
(色調・PH変化ないが残存

率データなし)
ー

ー
(色調・PH変化ないが残

存率データなし)
ー

●
(200mg/10mlの時）

ー ー

×アタラックスP＋トラネキサム酸1g/10mL(直後混濁)、×ドロレプタン(ドロぺリドール析出の
恐れ)、×ビクシリン250㎎＋トラネキサム酸500㎎/10mL(アンピシリン経時分解)、×ビクシリ
ン250㎎＋トラネキサム酸250㎎/5mL(アンピシリン5h以降経時的に不安定)、×ブロムヘキ
シン＋トラネキサム酸1g/10mL(直後混濁)、×ホリゾン(直後分離)
※残存率データなし

丸石 ドルミカム ミダゾラム 2.8～3.8 ー ● ●

▲
(等量混合の時
は24ｈｒで結晶
析出、500mlで
の混合は●)

▲
(10mlで混合
時は24ｈｒで結

晶析出、
500mlで混合

時は●
)

▲
(等量混合で
24ｈｒ結晶析
出、20ml以上
で混合で●）

×
(20mlで混合時直
後白色結晶析

出、200mlでの混
合は●）

▲
(20mlで混合
時24ｈｒ白色
結晶析出）

●
×

(配合直後白濁・結晶析
出。200ml以上は●)

×(1号：等量混合時直後結晶
析出、８ml以上混合時●)、▲
(2号：等量混合時24h微濁、８

ml以上での混合●)※

●
等量混合

●
●

(200mg/10mlの時）

×5000単位(等
量混合で直後白

色沈殿)
●（8000単位以
下＋Ns100mL）

×(等量混合のとき
直後白色浮遊物)
(●フロセミド20mg
＋Ns100mLのとき)

・ラボナール、リドカインと配合避ける(●静注用キシロカイン2％)
×アスコルビン酸(等量混合で直後白濁)、×アミカシン(直後白濁)、×カルチコール(直後白
色沈殿)、×ガンシクロビル(500㎎/WS10ml直後白濁)、▲カンレノ酸200㎎(200㎎+Ｎｓ２０
mlの時6h白色沈殿)、▲キドミン(6h白色結晶析出)、▲グルタチオン(24h結晶析出)、×サン
ドスタチン（直後白濁）、×ソルコーテフ100㎎(100ｍｇ/Ｎs2ｍｌの時直後白濁)、▲ソルメド
ロール40(40mg/添付溶解液1mlに混合時3h白色沈殿)、×デキサート6.6㎎(直後白濁)、▲
デクスメデトミジン(等量混合で24ｈｒでわずかに結晶析出)×トラネキサム酸(直後白濁)、×ネ
オフィリン(直後白色沈殿)、×パンテノール(直後白色沈殿)、▲ビクシリン(24h白色沈殿)、▲
フィニバックス(24h無色澄明→僅微黄色澄明)、×プレドニン(10mg/WS2ml混合時直後白
濁)、ヘパリンCa6000単位/6mL(直後浮遊物生成)、×ホリゾン(等量混合の時直後淡黄色
懸濁)、×ミカファンギン(75mg/NS10ml直後白濁)、▲×メイロン(等量混合時直後白濁)、×
リンデロン2mg（5Aと混合し直後し白濁結晶析出)
※残存率データなし

エーザイ ニトロール 硝酸イソソルビド 4.0～6.0
Ns・Tz（そのままでも

投与可能）
●＊ ●＊ ●＊ ●＊ ー

ー
(色調・PH変化な
いが残存率デー

タなし)

ー ー ー ー ー
●

（*☆）
●☆

ドブタミン100㎎
/5mLの時

●
*5000単位
☆1万単位

●☆フロセミド20mg
×フロセミド100㎎
(*3ｈｒ後に結晶析

出、☆直後微白濁)

×アクチバシン2400万＊(直後微粒子発生、3h青白色)、▲カンレノ酸カリウム＊(1hわずか
に混濁、6h89％)、×ヒューマリンR☆(直後微白濁)、×ホリゾン＊(直後混濁)、
＊ニトロール注5mg/10mLのデータ
☆ニトロール50㎎バックのデータ

エーザイ ネオフィリン アミノフィリン 8.0～10.0 ー
●

(20ml)

▲(5％/500mlと
ネオフィリン2A使
用時24h極黄色

澄明)

▲
(200ml：1h極微

黄色)

▲
(200ml：1h極

微黄色)

ー
(色調・PH変化
ないが残存率
データなし)

ー
(色調・PH変化な
いが残存率デー

タなし)

ー
(色調・PH変

化ないが残存
率データなし)

ー
(色調・PH変化ないが
残存率データなし)

×
(等量混合で30分後白色

混濁)

●
（1000ml）

ー

イノバン：▲
(3ｈｒまで変化なし、6ｈ
ｒ後淡褐色、24ｈｒ後褐

色沈殿生成)

ドパミン600㎎
/200ml：●

ー
(IFに混合しないこと

との記載あり)

●
5000単位

●
（20mg）

・ｐHが高く、緩衝性が強いため、配合液を本剤のｐH域に近づける性質があり、アルカリ性で不
安定な薬剤や酸性の薬剤などとの配合では配合薬成分に変化を生ずることがある
・糖類を含む薬剤との配合では黄色～褐色変化する
×アスコルビン酸(直後淡黄色)、×アレビアチン(直後白濁)、×大塚塩カル注(15分沈殿)、
▲大塚糖液10％/20ml(24ｈｒ後極黄色透明）、大塚糖液20％(▲20ml：24ｈｒ後極黄色透
明、×500ml：直後微黄色透明)、▲大塚糖液50％(20ml：6hｒ後極黄色透明)×ガベキサー
ト((注射用水10mlで溶解)直後67.6%)、▲カルチコール(6h白色沈殿)、×キシロカイン2％(直
後白濁)、×コントミン注(直後白濁)、×ジルチアゼム(（生食5mlで溶解）直後白濁)、×セフェ
ピム((注射用水10mlで溶解)1h73%)、▲セフタジジム((注射用水20mlで溶解)3h87.6%)、×
ソセゴン(直後白濁)、▲ソルコーテフ((添付の注射用水2mlで溶解)6h淡黄色)、▲ソルメド
ロール((添付の注射用水2mlで溶解)24h淡黄色沈殿～ゲル化)、×ダカルバジン((注射用水
10mlで溶解)1h結晶析出・66.6%)、×ドプラム(直後混濁)、▲ナファモスタット(ブドウ糖500ml
で溶解・遮光：1h極微黄色)、▲ノルアドレナリン(24h黄褐色)、×ブロムヘキシン(直後白濁)、
×ピペラシリン((注射用水4mlで溶解)1h66%)、▲ミノサイクリン((注射用水5mlで溶解)直後濃
黄色)、▲ワイスタール((注射用水10mlで溶解)3hわずかに白濁)
ここに記載しているものはネオノフィリンと直接混合のデータ

アルフレッサP ノルアドレナリン ノルアドレナリン 2.3～5.0 ー

●
(100ml)

▲
(250mlのと

き
24h86.5%)

● ー ー ー ー ー ー
ー

(色調・PH変化ないが残存
率データなし)

ー ー ●
(600mg/200ml）

● ー ー

・アルカリ、酸化剤、金属イオン避ける
・フェノバール、アレビアチン、ストレプトマイシン、ラボナールなどと混合すると白濁する
×ソルコーテフ(直後針状結晶析出※)、×ソルコーテフ200mg＋Tz500mL（15分針状結晶
※）、▲ソルメドロール(24hわずかに淡黄色※)、×フェノバール(直後白濁)
※残存率データなし
ここに記載の輸液、注射薬以外の配合試験データはないと問い合わせ済み

日医工 ハイドロコートン
ヒドロコルチゾンリン酸
エステルNa

7.5～8.5 ー ● ● ー ● ● ー ー ー ー ー ー
●

(600mg/200ml)
● ー ー

×キシロカイン2％(*☆直後無色澄明→淡黄色澄明)、×マーカイン注(*直後白濁※)
×糖液10％（☆直後淡黄色）
*１容器対１容器のとき、☆等量対等量のとき
ここに記載している以外の配合試験データなし、色調変化のデータないと問い合わせ済み

大正製薬/田辺三菱
パルクス
/リプル

アルプロスタジル 4.5～6.0 ー ● ● ● ● ● ● ー ー ▲(24h79.5％) ▲(24h77.0%) ●

▲
ドパミン100㎎/5mL＋
ラクテック(24h灰色・
凝集・クリーミング・

75.7%)

ー （●） （●）

・輸液以外の他の薬剤と混和使用しないこと
・持続投与の場合は単独ルートで
▲アシクロビル＋Ws10mL＋ラクテック(6h87.0%)、▲アミノレバン(6h86.9％)、▲アミパレン
(6h82.4％)、▲イオパミドール370注(24h分離)、▲オムニパーク350注240mL(24h分離)、
▲カルバゾクロム(6h83.0％)、▲キドミン(6h87.1％)、▲セフォチアム＋Ns10mL＋ラクテック
(24h黄色著色)、×ニカルジピン100㎎＋ラクテック(直後沈殿)、▲ネスプ240µg＋ラクテック
(24h86.5％)、▲プロスコープ370注20mL(3h分離)、×プロタミン＋ラクテック(直後凝集)、▲
リンデロン4㎎＋ラクテック(3h80.1％)

配合変化表記

●：配合24時間後に残存率90％以上で外観変化がないもの。

▲：配合後色調変化(薬剤の色そのものを除く)が生じる、又は配合1時間以上経過し残存率90％以下になる、又は配合1時間以上経過し色調変化以外の外観変化(混濁・沈殿・結晶析出・ゲル化等)が生じるもの。

×：配合1時間以内に残存率90％以下になる、又は配合1時間以内に色調以外の外観変化(混濁・沈殿・結晶析出・ゲル化等)が生じるもの

‐：データなし
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注射剤配合変化一覧 ※指定溶解液　　Ns：生理食塩水　Tz：５％ブドウ糖液　Ws：注射用水　-：指定なし

※赤塗部分：当院採用薬名

先発
製薬会社

先発薬品名
※()現在販売され

ていない

後発薬品名
もしくは一般名

規格ｐH
指定

溶解液
生理

食塩水
糖液5％ ソルデム１

ソルデム
３A

ラクテック ソルアセトF ソルラクトS フィジオ140 ビーフリード エルネオパ ハイカリックRF
ドパミン

(イノバン)
ドブタミン ヘパリンNa

フロセミド
(ラシックス)

備考 (他、当院採用薬で配合不可、配合注意に該当するもの)

Meiji　Seika バンコマイシン バンコマイシン 2.5～4.5 Ns,Tz,Ws ● ● ● ● ● ● ● ● ●※ ● ●※ ー
●

ドブタミン100㎎
/5mL

×
5000単位(直後

白色懸濁)
●

▲アシクロビル(3h白色沈殿)、×アミノフィリン(直後白濁、3h47.9％)、×アムビゾーム(直後
黄色懸濁)、×ウロナーゼ静注用6万単位(直後白濁)、▲ケイツーN静注(24h微黄色澄明→
淡黄色澄明)、×セファゾリン(直後白色懸濁)、▲セフォチアム（3h微黄色懸濁）▲セフメタ
ゾール(24h無色澄明→ごくうすい微黄色澄明)、×ソルコーテフ(直後白色沈殿)、▲フィニ
バックス(3h無色澄明→ごくうすい微黄色澄明)、×フルオロウラシル(直後白濁・白色沈殿、
6h77.5%)、×ミカファンギン(直後白色懸濁)、▲メイロン(24h無色澄明→極微黄赤色澄明)、
▲メロペネム(24h83.6%)
※残存率データなし

武田 パンスポリン セフォチアム 5.7～7.2 Ws・Tz・Ns
▲

(24h79.9%)
▲

(24ｈ78.7%)
▲

(24ｈ77.4%)
▲

(24ｈ80.3%)
▲

(24ｈ80.4%)

▲
(24h後微黄色澄

明、78.5%)

▲
(6ｈ黄色澄

明)

▲
(6h後微黄色澄明、
残存率データなし）

▲
（24h微黄色澄明）

● ●※
▲

(24ｈ83.7%)
ー ー

▲
(24ｈ黄色澄明

79.5%)

▲アタラックスP(24ｈ82.1%)▲アミノフィリン(24ｈ淡黄色澄明82.3%)▲アミパレン(24ｈ83.2%)
▲大塚塩カル注(24ｈ82％)▲ガベキサート(24ｈ淡黄色濁り82.1％)▲カルバゾクロム(24ｈ
82.7％)▲ゲンタマイシン(24ｈ84.4％)▲ソルコーテフ(24hr83.6％)▲セフタジジム(24ｈ黄色
澄明79.4％)▲ネオファーゲン(24ｈ83.4％)▲塩酸バンコマイシン(24ｈ80.7％)▲ブロムヘキ
シン(黄色済明78.5％)▲メロペン(24ｈ80.7％)▲ワイスタール(24ｈ淡黄色澄明79.9％)
※残存率データなし

第一三共 ハンプ カルペリチド 4.5～6.5 Ws 　● ●
▲

(6hでごくわずか
に異物あり)

● ● ×
(直後88.5％)

● ●※
×

(直後14.9％,）
ー ー ×

(直後73％)
×

(直後85％)

▲
(24h白沈)※

×ヘパフラッシュ
直後白色濁り

×
(直後白色濁り)

×アミオダロン(直後81.2％)、×アスコルビン酸(直後75.8%)、×アミノレバン(直後13.9%)×
アミパレン(直後5.2%)▲アルプロスタジルアルファデクス(24ｈ88.7%)×インデラル(直後
33.3％)、×オノアクト(直後2.1％)、×カンレノ酸カリウム(直後86.4%)、▲ケイツー(24ｈ
88.1％)×シベレスタット(直後85.5％)、×セフェピム(直後異物)、×セフタジジム(直後89％)
▲セフトリアキソン(1h89.2％)×ソセゴン(直後68.9％)、×ソルコーテフ(直後73.1％)、▲ダイ
アモックス(6ｈ85.5%)▲タゾピペ(24ｈ異物)×デカドロン(直後88.9％)▲ノルアドレナリン
(1h88.5％)、▲ビタメジン(24ｈ89.4％)×フェジン(直後83.4%)×ボスミン(直後79.0％)、×メ
ロペン(直後88.7％)×ワイスタール(直後白濁)
※残存率データなし

Meiji　Seika ビクシリン アンピシリンNa 8.0～10 Ws・Tz・Ns ● ▲
(6h74％)

▲
（6ｈ85.1％）

▲
(3ｈ87.2%)

▲
（24h88.4％）

▲
(24ｈ89.5)

●※ ●※
▲

(3ｈ85%)
●※ ●※ ー ー ● ● ▲アミノレバン(1ｈ87.6%)▲ゲンタマイシン（24h85.4％）、▲バンコマイシン(24h88.1％)、▲ロ

セフィン（24h87.5％）※残存率データなし

サノフィ ビソルボン ブロムヘキシン 2.2～3.2 ー ●※ ●※ ー ●※ ●※ ●※ ●※ ●※
×

（直後白色不溶物
1号：▲(3ｈ微黄色澄明)
2号：×(直後不要物)

ー ●※ ー ー
×

(直後白濁)

×アミノフィリン(白濁)×ザルソロイチン(直後白濁)×セファゾリン(わずかに白濁)×セフメタ
ゾール(直後白濁)×トラネキサム酸(白濁)×ネオファーゲン(白濁)×ハイドロコートン(白濁)×
フェノバール(白濁)×ホリゾン(二層に分離)×硫酸ストレプトマイシン(白濁)
時間データなし

アルフレッサP ビタメジン - 4.5 Ws・Tz・Ns ● ●
▲

（24ｈ85.2％）
▲

（24h82.7％）
▲

（24h85.1％）
▲

(24ｈ79.2)
▲

(24h84.6％)
●

（残存率データなし）
ー ● ▲(6ｈ89.8%) ー ー ー ー

・室温遮光でのデータ
▲ネオファーゲン(6ｈ86.5)

第一三共 ビムパット ラコサミド 3.8～5.0 Ns・Tz ● ● ー ー ー ー ● ー ー ●※ ー ー ー ● ● ※残存率データなし　×アレビアチン(直後沈殿)

アステラス ファンガード ミカファンギン 筋注→4.5～5.0
静注→3.5～7.0

Ns・Tz ● ● ● ● ● ● ● ー ● ● ● ●
×

（配合直後に濁りあ
り）

● ▲
(24h76.4％)

×ドルミカム（直後に白濁）、×ソセゴン（直後に沈殿析出）、▲アミノフィリン（24ｈｒで微黄色
45.3％）、▲ソルダクトン（24ｈｒ49.1％）、▲ダイアモックス（24ｈｒ29.8％）、×ペルニジピン
（直後白濁）、×ドプラム（直後沈殿析出）、▲オメプラール（6ｈｒ88.5％）、×ケイツーＮ（直
後沈殿）、▲フェジン（24ｈｒ79.8％）、メイロン（24ｈｒ70.1％、×注射用フサン50（直後沈殿
析出）、×アドリアシン注（橙赤色の沈殿物）、バンコマイシン（直後に白色の懸濁液）、×アミ
カシン（直後に白濁・ゲル状付着物）、▲ビクシリン（3ｈｒ66.4％）、×マキシビーム・モダシン
（直後に淡黄色澄明）、×ゲンタシン（直後沈殿析出）、▲メロペン（24ｈｒ黄色澄明）、▲ユナ
シン（6ｈｒ89.9％）、×シプロフロキサシン（直後に白色沈殿析出）、▲ゾビラックス（3ｈｒ
15.6％）、デノシン（24ｈｒ43.8％）、×献血静注グロブリン（直後に白色沈殿）、▲バクトラミン
（3ｈｒ85.8％）

塩野義 フィニバックス ドリペネム 4.5～6.0 Ns
▲

（微黄色+24
ｈｒで87.7）

● ● ▲
（24ｈｒ88.3）

ー ー ▲
（24hｒ79.4%）

ー ー ー ー　 ▲
（24ｈｒで微黄色）

▲
（24ｈｒで87.7）

▲
(24hで微黄色澄

明)
●

▲ソセゴン（２４ｈｒ88.8％）、▲ブスコパン（24ｈｒ微黄色）、▲ジゴシン（24ｈｒ微黄色澄明）、×
ネオフィリン（1ｈｒ89.5％）、▲タチオン（24ｈｒ88.5％+微黄色）、▲フサン（24ｈｒ82.0％+微黄
色）、▲ﾊﾟﾝﾄｰﾙ（24ｈｒ微黄色）、▲メイロン（24ｈｒ72.1％+微黄色）▲バンコマイシン（24ｈｒ
82.9％+微黄色）、▲セフメタゾン（24ｈｒ83.2％+微黄色）、×パンスポリン（直後微黄色+24ｈ
ｒ83.1％）、×ミノマイシン（直後微黄色+4ｈｒで89.7％）、▲ユナシンＳ（4ｈｒ87.6％）

日医工 フェジン 含糖酸化鉄 9.0～10.0 -
×

（コロイド生成
する）

● ー ー ー ー ー ー ー ー ー ▲（24h黒濁） ー ー ー
※他剤と配合データなし、試験未実施
※Nsなどの電解質で溶解するとｐHの編成がみられコロイド化が不安定になりFeイオンが生成
することがある。

日医工 フサン ナファモスタット 3.5～4.0 Tz・Ws ● ● ● ● ● ー ●
▲

（3h後白濁）
×

（1ｈｒで82.6％）
ー ー ● ● ● ●

▲アミノレバン（3ｈｒ37.9％）、▲ネオフィリン（3ｈｒ1.1％）、×ソルダクトン・ソルメドロール（直後
白濁）、▲リンデロン（24ｈｒ71.9％）、▲タチオン（24ｈｒ76.6％）、×パンスポリン（6ｈｒ85.4％+
経時的に黄色増色）、▲モダシン（6ｈｒ835.％）、×クリンダマイシン（直後白色析出物）、×ミ
ノサイクリン（直後淡黄色析出物）、×メロペネム・ユナシン（90％未満）

日医工 プリンペラン メトクロプラミド 4.5～5.5 - ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
▲

（200mLの時24h87.1%）
ー ー ●

×
（直後に白色沈殿）

※アルカリ性注射液と混合×
▲ロピオン（24ｈｒで表層に黄色のクリーミング）、▲セレネース（3ｈｒ結晶析出）、ヒューマリンＲ
（3ｈｒ白濁）

ファイザー プレセデックス デクスメデトミジン 4.5～7.0 Ns ● ● ● ● ● ● ー ー ● ー ー ● ● ● ● ×アムビゾーム・ジアゼパム（沈殿)、×ニコランジル（ｐH変化）、×シベレスタット（含量低下）

塩野義 プレドニン
プレドニゾロンコハク酸
エステルNa

6.5～7.2 Ns・Ws ● ● ー ● ー ー ー ー ー ー
●

(ネオミアユー輸液と混
合の時)

● ● ー ー ×ノルアドレナリン（直後に微濁）、×キシロカイン1%(1ｈｒ微濁)

丸石 プロスタンディン
アルプロスタジル
アルファデクス

注射：4.0～6.0　点
滴静注：3.5～5.5

Ns ● ● ー ● ー ー ● ー ー ー ー ● ● ●
▲

（24ｈｒ89％）

×アレビアチン注（30分～1時間以内に結晶析出）、▲アミカシン（24ｈｒ86％）、▲イダマイシ
ン（24ｈｒ88％）、▲セフメタゾール（直後に微黄色）、▲メイロン（24ｈｒ78％）、▲メロペン（開
始時微黄色）、▲アルブミン（4ｈｒ83％）、▲アミノレバン（4ｈｒ79％）、▲ネオフィリン（4ｈｒ
86％）

持田 プロタミン プロタミン 5.0～7.0 Ns・Tz ● ● ー ー ー ー ー ー ー ▲
（6h黄色懸濁）

ー ー ー ー ー ※残存率データなし、他剤との配合変化情報なし

ギリアド・サイエンシズベクルリー レムデシビル 3.0～4.0 Ws
●

(残存率デー
タなし)

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ※残存率データなし(糖液5%については、24h48hともに安定性あり、残存率は不明)

Meiji　Seika ペニシリンG
ベンジルペニシリン
カリウム

5.0～7.5
筋注：Ns・Ws静注：

Ns・Tz

●（5℃）
▲(25℃ 9h
以内に使用)

●（5℃）
▲(25℃ 9h以内

に使用)

●（5℃）
▲(25℃ 9h以

内に使用)
ー ー ー ー

●
（残存率データなし）

ー
●

（1h時点のデータなし）
ー ー ー ー

▲
(25℃の時
24h58%)

▲アシクロビル(3h82%)、▲ケイツーN注(24h 42%)、▲ゲンタマイシン(24h28.4％)、▲ナファ
モスタット(10㎎の時24h63%)、▲ネオファーゲン注(24h 白濁)、▲ビタメジン(6h 89.9％)

配合変化表記

●：配合24時間後に残存率90％以上で外観変化がないもの。

▲：配合後色調変化(薬剤の色そのものを除く)が生じる、又は配合1時間以上経過し残存率90％以下になる、又は配合1時間以上経過し色調変化以外の外観変化(混濁・沈殿・結晶析出・ゲル化等)が生じるもの。

×：配合1時間以内に残存率90％以下になる、又は配合1時間以内に色調以外の外観変化(混濁・沈殿・結晶析出・ゲル化等)が生じるもの

‐：データなし
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注射剤配合変化一覧 ※指定溶解液　　Ns：生理食塩水　Tz：５％ブドウ糖液　Ws：注射用水　-：指定なし

※赤塗部分：当院採用薬名

先発
製薬会社

先発薬品名
※()現在販売され

ていない

後発薬品名
もしくは一般名

規格ｐH
指定

溶解液
生理

食塩水
糖液5％ ソルデム１

ソルデム
３A

ラクテック ソルアセトF ソルラクトS フィジオ140 ビーフリード エルネオパ ハイカリックRF
ドパミン

(イノバン)
ドブタミン ヘパリンNa

フロセミド
(ラシックス)

備考 (他、当院採用薬で配合不可、配合注意に該当するもの)

LTLファーマ ペルジピン ニカルジピン 3～4.5 ー ● ●
▲

(壁面に少量の
黄色物)

×
(直後 少量の

黄色物)

×
(時間不明 白

色懸濁)

×
(白色懸濁)

×
(白色懸濁)

×
(白色懸濁)

●
▲

(1号 3h 85.9%)
● ー ー × ×

×アミノフィリン(直後白濁)、×アスコルビン酸(直後白濁)、×アミノレバン(混濁)、×アミパレ
ン(直後白色懸濁)×イオパミドール(直後白濁)、オムニパーク(直後微黄色澄明)、×カルバ
ゾクロムスルホン酸Ｎａ(直後黄濁)、×カンレノ酸カリウム(直後白濁)、×キシロカイン・リドカイ
ン(直後白濁)、×キドミン(直後白濁)、×グルタチオン注、×セフォチアム(直後白濁)、×セ
フメタゾール注、×トラネキサム酸(直後白濁)、×ホスホマイシンＮａ(直後白濁)、×マンニッ
トールS注(沈殿)（時間不明）、×メイロン静注(直後白濁)

Meiji　Seika ホスミシン ホスホマイシン 6.5～8.5 Tz,Ws(静脈内) ● ● ー ● ●
●

(残存率データな
し)

● ー ー ー ー － ー －
×

(直後白濁)
但し、IFでは●とあり

×アタラックスP(直後混濁)、×コントミン筋注(直後混濁)、×セフタジジム(直後 淡黄色澄
明)、×フェノバール注射液(直後白色沈殿)、×ブロムヘキシン塩酸塩注（直後白色沈殿）、
×ミノマイシン(直後沈殿)

第一三共 ボスミン アドレナリン 2.3～5.0 ー ● ● ー ー ●(1A/1袋) ●(1A/1袋) ー ●(1A/1袋) ●(1A/1袋) ー ー ー ● ー ― ×ATP注(直後変色)、×メイロン(2h以内沈殿変色)、▲デキサート(3h微黄色)

丸石 ホリゾン ジアゼパム 6.0～7.0 ー ー ー ー ー ― ― ー ― ー ー ー ー ー ー ー

調製時は他の注射液と混合又は希釈して使用しないこと。(側管から注入すると白く濁り、血
管痛を伴う)
ジアゼパムは水にほとんど溶けないため、製剤には有機溶媒が使用されており、他剤との配
合により希釈されると沈殿が生成する。

ファイザー ミノマイシン ミノサイクリン 2.0～3.5 Wsは不可 ● ● ー ● ― ― × ― ー ー ー ー ― × ×
×ATP(黄色増)、▲アミノフィリン(89.0%24ｈ)、×水溶性プレドニン(微混濁)、×ソル・コーテ
フ(直後黄濁)、▲デキサート（24h黄褐色）、▲トラネキサム酸（24h黄褐色）、×ネオファーゲ
ン注(混濁)、▲ビタメジン（24hr赤褐色）、×ホスミシン(直後白濁)、×メイロン注(黄色増)

日医工 ミルリーラ ミルリノン 3.4～4.2 ー ー ー ー ー ー ― ー ー ー ー ー ー ー ー ×
(直後白濁)

他の注射剤と混合せずに用いることが望ましい、ミルリノンの溶解度はpHによって異なることか
ら、pH依存の外観変化を予測するにはpH-溶解度プロファイル(表解注射薬の配合変化改訂
10版P62)を利用することが望ましい。
×カンレノ酸K(直後白濁)、▲セフォチアム(6時間以内に使用すること)、×ソルコーテフ
500mg (24h 微濁浮遊物)、×タゾピペ(ピペラシリンが×)、▲デキサート(71.1%6h)、×ネオ
ファーゲン注(含量低下)(微濁 24h)、×ホリゾン(直後白濁)、×メイロン注(含量低下)、×ラ
ボナール(直後白濁)

大塚製薬 メイロン 炭酸水素ナトリウム 7.0～8.5 ー ー ー ー ー

▲
(白色混濁

24h,6hまで無
色澄明)

▲
(白色混濁24h,6h
まで無色澄明)

▲
(白色混濁

24h,6hまで無
色澄明)

― ― ー ー ― ー ー ー ×アタラックスP(直後混濁)、×コントミン筋注（沈殿）（時間不明）

住友ファーマ メロペン メロペネム 6.7～8.7 Ns
▲

(81.5%24h)
▲

(65.7%24h)
▲

(89.7%6h)
▲

(86.5%6h)
▲

(75.3%24h)
ー

×
(89.2%1h)

▲
(78%24h)

▲
(88.7%3h)

▲
(74.9%24h)

ー
▲

(82.6%3hr)
▲

(84.8%6h)
▲

(85.8%24h)
▲

(86%24h)

×アミノレバン注(力価低下)、×アミパレン注(力価低下)、×キドミン注(力価低下)、×ブロム
ヘキシン注(白濁)、×10%Tz(力価低下)、▲アシクロビル点滴静注（85.0％3h）、▲アミノフィ
リン注(79.8%3h)▲イントラリポス輸液20%(80.5%24ｈ)、▲グルタチオン注（81.3％3h）、▲ゲ
ンタシン(82.8％24ｈ)、×シプロキサン注（直後白色沈殿）、▲ニトロール注5㎎（87.8％
24h）、▲バンコマイシン（82.4％24ｈ）、▲マンニットールS注（83.1％6h）、▲メイロン静注
8.4％（68.5％6h）、▲ユナシン-Ｓ静注用(82.8％24ｈ)、▲ロセフィン(88.4％24ｈ)

ファイザー ユナシンS ユナスピン 8.0～10.0 Ns・Tz・Ws ● ▲
（86.6％6h）

ー ▲
(73.6%24ｈ)

● ー ▲
(87.8%3ｈ)

ー ▲
(80.0%２４ｈ)

ー － ▲
(86.5%6ｈ)

－ ー ●
×アタラックスP(白濁)（時間不明）、▲アミノレバン（76.1％３ｈ）、▲キドミン(76.5％3ｈ)、▲ビ
タメジン（89.2％24ｈ）、▲フェジン（77.6％24ｈ）
＊6hrまでのデータのみ

田辺三菱 ラジカット エダラボン 3.0～4.5 ー ● ● ● ▲
(84.6%6ｈ)

● ● ● ー ×
(87.9%0.5ｈ)

ー ー ● － ● ×
(直後白色沈殿)

×アレビアチン注(配合直後白濁)、×カンレノ酸K(配合直後白濁)、▲セフォチアム（88.3％
6h）、▲セフメタゾール(87.6％24ｈ)、×フェノバール注(白色結晶析出)、×ホリゾン注(白濁)
（時間不明）、▲ユナシン-S静注用（87.2％3h）、×ラボナール注(直後白色結晶析出)

日医工 ラシックス フロセミド 8.6～9.6 ー ● ● ー ● ● ー ー ー ● ー ー ● － ●
×アクラシノン注射用(混濁)、×ケタラール静注用(混濁)、×サイレース静注(混濁)、×ダカ
ルバジン注用(混濁)、×ノバントロン注(混濁)、×ミノマイシン(混濁)（時間不明）
酸性注射剤と混合し混濁沈殿

ﾆﾌﾟﾛES　P ラボナール チオペンタール 10.2～11.2 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ― ― － ― ― 原則として単独投与、弱酸性の輸液等との配合により析出

旭化成P リコモジュリン トロンボモデュリン
アルファ

6.8～7.3 Ns・Tz ● ● ▲

▲
Tzで溶解した

場合
(89.1%6ｈ)

×
Tzで溶解した

場合
(86.3%1ｈ)

● ● ー
×

Nsで溶解した場合
(55.4%1ｈ)

▲
(87.8%1ｈ)

●
×

Nsで溶解した場合
(85.8%1ｈ)

×
Nsで溶解した場合

(84.4%1ｈ)
●

▲
Nsで溶解した場合

(82.4%24ｈ)

×キドミン(77.0%1h)、▲ノルアドレナリン（89.6%24h）、▲ハンプ注射用(86.5％6h)、▲フィニ
バックス(微黄色澄明85.7％24h)、▲ミノマイシン（89.4%24h）

大塚製薬 レペタン ブプレノルフィン 3.5～5.0 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ― ー ー ー ― 原則として他剤との混合注射は避けること。

太陽P ロセフィン セフトリアキソン 6.0～8.0 Ns・Tz・Ws ● ● ● ● ×
結晶沈殿

×
結晶沈殿

×
結晶沈殿

×
結晶沈殿

×
結晶沈殿

×
結晶沈殿

×
結晶沈殿

● ×
直後白濁

ー ● Caイオンを含有する注射剤又は輸液との配合により混濁

科研 ロピオン
フルルビプロフェン
アキセチル

4.5～6.5 ー ● ● ● ● ● ● ● ● ● ― ― ● ●
×

(二層分離1ｈ)
●

×ゲンタマイシン(クリーミング３ｈ)、×バンコマイシン(直後沈殿クリーミング)、▲フィニバックス
（クリーミング6h）、×ホリゾン(直後二層分離)、×メトクロプラミド（クリーミング1h）、×ロセフィン
(色調変化1ｈ)

エーザイ ワソラン ベラパミル 4.5～6.5 ー ● ● ー ● ー ● ● ― ● ● ― ● ー ● ×
(白色析出物1ｈ)

×水溶性ハイドロコートン注（直後白濁その後すぐ微黄色澄明）、×ソル・コーテフ静注（直後
白濁その後すぐ微黄色澄明）、×ホスホマイシンNa（直後白濁その後すぐ微黄色澄明）
※残存データなし

配合変化表記

●：配合24時間後に残存率90％以上で外観変化がないもの。

▲：配合後色調変化(薬剤の色そのものを除く)が生じる、又は配合1時間以上経過し残存率90％以下になる、又は配合1時間以上経過し色調変化以外の外観変化(混濁・沈殿・結晶析出・ゲル化等)が生じるもの。

×：配合1時間以内に残存率90％以下になる、又は配合1時間以内に色調以外の外観変化(混濁・沈殿・結晶析出・ゲル化等)が生じるもの

‐：データなし
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